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コンテンツと著作権

2006.10.30 HARP第1回ミーティング

コンテンツの種類

１）海外出版社・学会の雑誌論文

２）国内出版社・学会の雑誌論文

３）学内紀要

４）学位論文
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リポジトリに関連する著作権

１）著作権者は誰か？

２）著作権者の許諾（複製権・公衆送信権）は得
たか？

海外出版社・学会の雑誌論文

なぜか？

著作権譲渡契約書の提出→著作権譲渡（全部/一部）

著作権者
∥

出版社や学会

*ほとんどの場合
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著作権の譲渡

出版社
（publisher）

査読者
（referee）

編集者
（editor）

著者
（author）

A

1～3回程度

校正

B

レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある 学術

雑誌

プレプリント1 プレプリントn 著者最終稿

出版社版

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

acceptされることと

なった最終確定稿

accept 著作権譲渡

Copyright © 北海道大学附属図書館

投稿規程

Copyright
Upon acceptance of an article, authors will be asked to 
transfer copyright. This transfer will ensure the widest 
possible dissemination of information. A form facilitating 
transfer of copyright will be provided upon acceptance of 
the manuscript. After transfer of copyright, authors retain 
rights as discussed below.
Authors’ rights
Post a revised personal version of the final text (including 
illustrations and tables) of the article (to reflect changes 
made in the peer review and editing process) on your 
personal or your institutional website or server, with a 
link (through the relevant DOI) to the article as published, 
provided that such postings are not for commercial 
purposes as described below;
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著作権譲渡契約書

海外出版社・学会の許諾方針

• 著者がセルフアーカイブする権利は著者に
残している。

• 著者がセルフアーカイブすることを許諾して
いる。

• 著者がセルフアーカイブすることを認めない。
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不可American Chemical Soceity

著者原稿Institute of Physics

出版社版British Medical Journal 
Publishing Group

出版社版IEEE

不可Endocrine Society

出版社版American Physical Society

著者原稿Springer

著者原稿（数ヶ月から1
年のembargoあり）

Blackwell

著者原稿Elsevier

許諾条件出版社・学会

国内出版社・学会の雑誌論文

なぜか？

・著作権の規定を定めていない。

（著作権譲渡規定なし→著作権は著者）

・著作権を著者に（わざと）残している。

著作権者
∥

著者または出版社や学会
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国内出版社・学会の方針

• 著作権は学会にある。セルフアーカイブの
許諾についてはまだ決めていない。

• 転載許可書を提出すれば可能。

• 著作権は著者にあるので、セルフアーカイ
ブについては制限なし。ただし、版面の権
利は学会にある。

• セルフアーカイブは認められない。

学内紀要

なぜか？

国内出版社・学会と同様の理由。

著者に著作権があることが逆に足かせになる場合も・・・

著作権者
∥

著者または紀要編集委員会



7

学内紀要投稿規程

『マネジメント研究』 広島大学社会科学研究科マネジメント専攻

（著作権）

９． 『マネジメント研究』に掲載された個々の論文等の著作物の著作
権は著作者に属し，マネジメント学会は編集著作権をもつものとす
る。また著作者は，『マネジ メント研究』に掲載された個々の著作
物について，著作権の行使を本学会に委任するものとする。その
場合にも，当該著作者が自ら著作権を行使することを妨げ ないも
のとする。

１０． 著作者は，その著作物を原作あるいは，『マネジメント研究』に
掲載された型のまま電子的方式で複製した上で，マネジメント学会
が現在及び将来において指定するサーバーにアップロードし，ウ
エッブ上にて公衆に提供することに許諾したものとする。

学位論文

必ずしも著者でない？

・別刷りを集めたもの

・学術雑誌掲載論文を再構成

著作権者
∥

基本的には著者
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許諾確認作業

• 海外出版社・学会
SHERPA ：セルフアーカイビングまとめサイト

http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php

• 国内学協会
著作権の取扱いに関するアンケート（結果速報）

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/ir/

学会のウェブページや各雑誌の投稿規程

許諾状況がわからなければ、個別に確認

SHERPA
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デジコン

著作権FAQ(広大版)

Q:  著作権法上問題は無いのですか？
A: 著作権が著者本人にある場合でしたら、著者の許諾により公開が可能です。著作権

が出版社や学会にある場合は、出版社や学会の許諾があれば公開可能です。

Q:   電子ジャーナルのファイルを送ればいいですか？
A: 多くの海外出版社・学会は、電子ジャーナルのファイル(出版社がレイアウトしたファイ

ル)のリポジトリへの登録を認めておりません。可能でしたら、原稿 ファイルをお送り
願います。しかし、少数ですが電子ジャーナルファイルの登録を認めている学会もあ
ります（IEEEやAPS等）。このような場合は電子 ジャーナルファイルで問題ありませ
ん。日本の学会では方針が決まっていないところが大部分ですので、個別に確認致し
ます。

Q: この論文には共著者がいるのですが、登録には共著者の同意が必要ですか？
A: 著作権が著者にある場合は、共著者の方へ同意確認をお願いします。図書館ではコ

ンテンツをご提供頂いた段階で共著者の同意が得られているものと判断いたします。
著者間で同意書を取り交わす必要がおありでしたら、書式を用意しておりますのでお
使い下さい。著作権が出版社や学会にある場合は、共著者への同意確認は必要あり
ません。
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コンテンツ収集

• IRの仕事で最も大切で困難。

• 利用されるIRになるには、利用価値のあ

るコンテンツが必要。

– 何を収集するか？

– どうやって収集するか？

コンテンツ別傾向と対策

学術雑誌論文

- 著者原稿ファイルの壁
海外出版社の多くが許諾しているのは著者原稿。
研究者が自分で保存しているのはほとんど別刷。

→3年以上前の原稿ファイルはまず持っていない。

ターゲットを最新論文に絞る。過去分は出版社版OKのやつのみ。

- 国内学会・出版社へどんどんコンタクトを
セルフアーカイブに対するポリシーの確定していない所多数。
持っていき方次第で「可能」の回答をくれる版元が多い。

広大の個別交渉状況(2006.9現在)
国内97機関 （可 52 否 3 保留 16 未回答 26）
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コンテンツ別傾向と対策

紀要論文（学内出版物）

- 初期データは、ＮＩＩ個別版に依存
著作権はＯＫのはず。編集委員会に流用許可をもらう。

- 著作権ポリシーはわりと曖昧
電子化支援の機にポリシーの整備をはたらきかける。

- 投稿規程への記載
著作権譲渡や許諾は投稿規程に記載するのが効果的。

- BNはどうするか？
著作権は各著者にある。
すべての著者に個別に当たるか、告知文の掲載で。

コンテンツ別傾向と対策

学位論文

- 分野による違い
人文・教育・社会科学 ： オリジナル。
理工・医 ： 別刷や雑誌論文の再構築。

- 制度化へのはたらきかけ
タイミングと方法。 特許・出版の問題。



12

最後に（著作権）

• 判断に迷ったら誰かに聞いてみる。

• 学内外に専門家（アドバイザー）がいてくれたら安
心。

• 慎重になりすぎないこと。安易に考えすぎないこと。

• 図書館の使命は、学術情報を円滑に流通させ、学
術発展に貢献すること。

• 著作権ごときでびびってはいけない。

• よく分からないなら訴えられて戦ってみればいい
（某大学法律関係の先生）

最後に（コンテンツ収集）

• コンテンツ収集に王道なし。地道にこつこつと。

• なぜやるのかを明確に。

• 誰がやるのかも明確に。

• 志は高く。実際は現実路線で。

• コンテンツの質と量の確保がリポジトリ発展の鍵。


